論文の概要および審査結果の要旨　：　現代社会における医療と宗教的ケアをめぐる研究　：　医療福祉と仏教の視座から by 福永, 憲子





学 位 の 種 類 
学 位 記 番 号 
学位授与の日付 
学位授与の要件 
学 位 論 文 題 目 
 
論 文 審 査 委 員 
 
福永  憲子  
博士（社会福祉学）  
乙第２号  




主査  朴  光駿（佛教大学教授）  
副査  八木  透（佛教大学教授）  


















































本論文は、序論と結論、参考文献、参考資料を除いた、以下の 6 つの章から構成されている。 
 
第１章  見取りをめぐる医療の現状と課題―看護師の行為という視点から  
第１節  現代における「死」をめぐる環境  
第２節  医療の周縁として認識される死  
第３節  誰が入院中の患者を支えるのか  
第４節  患者の「孤独」と医療の限界  
第５節  医療従事者によって隠された死  
第２章  仏教的ケアの歩みと先行研究の検討―自律性のある仏教的ケアを求めて  
  第１節  医療における「日本的看取り」の探究と仏教  
  第２節  仏教を主眼に置いた先行研究と実践の沿革  
  第３節  新たな宗教的ケアの創出―臨床宗教師モデル  
第４節  宗教者主体の宗教的ケアの検討―台湾・慈済会教団の信者の活動から  
第５節  真宗本願寺派信徒の活動例から  
第３章  医療従事者に望まれる宗教的ケアと宗教者の役割に関する考察―あそかビハーラ病
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院・看護師のインタビュー調査から  
  第１節  インタビュー調査に至る背景と目的  
  第２節  宗教者に依頼する事柄とは―宗教的ケアの自律性を考察する  
  第３節  インタビュー調査からの考察①―看護師による看取りの過程と倫理  
  第４節  インテビュー調査からの考察②―宗教性を生かしたケアの複雑性  
第４章  心のケアと宗教的ケア―その再考と心理的な視点  
第１節  宗教的ケアとスピリチュアルケア論議  
第２節  心のケアに対する心理的な視点  
第３節  「臨床宗教師」としてのスピリチュアルケア  
第５章  心のケアをめぐる医療・福祉の方向と宗教的ケアの展望  
  第１節  医療職としての公認心理士―宗教者の位置づけへの課題として  
第２節  宗教的ケアの新たな地平  
第６章  これからの看取りにおける宗教者の位置  
  第１節  地域包括ケアシステム内での宗教者の位置づけ  
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られていない。  
第三に、仏教的ケアを論議する際には、「仏教的」という意味について、仏教本来の教えと
いう側面と、現在の仏教組織という 2 つの側面、その両方を包括的に論議する必要があるとい
うことである。この点は、本論文が社会科学系の博士論文として提出されたことを鑑みると、
なおさら重要な課題と思われる。  
社会学の先駆者デユルケームは『自殺論』（1897）という著作で、自殺を悪とみなすキリス
トの教えを共有するカトリックとプロテスタントの間に、どうしてプロテスタントの自殺率が
カトリックの２〜３倍になっているのか、という問題について説明を試みた。そして彼は、信
者に対する関わり方において、カトリック教会組織とプロテスタント教会組織の間には大きな
違いがあり、それが自殺率の格差をもたらすと説明した。宗教の教えと宗教組織は必ずしも一
貫していないので、ある社会現象を宗教と関わらせて論議するためには、宗教本来の教えを確
認することが基本的に重要である。仏教と看取りを考える際にも、仏教本来の教えと、各宗派
の門信徒へ関わり方という 2 つの側面を同時に考慮する必要がある。この論文では、看取りに
関わる仏教本来の教えにはあまり触れていないが、著者が「仏教的ケア」のあり方について、
さらに研究を深めて行こうとするならば、仏教本来の教えを確認したうえ、「宗派によってど
うしてその実践が異なるのか」という問いに答えようとする姿勢が求められる。  
 
以上のような多少の課題が残されているものの本論文は独創性、論理性、学問的開拓性など
において大きな意義を持つ完成度の高い論文であるといえる。よって、本論文は博士（社会福
祉学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
 
 
